
 

 

 

 

 

「循環型社会形成推進功労者表彰」は、廃棄物の適正処理や減量化・資源化の分野において、 

取組を推進し、啓発、指導、教育などの活動を継続し、すぐれた功績を挙げている事業者、個人、

グループ及び学校等を表彰するもので、平成 16年度から実施しています。 

令和５年度は、個人・グループ・学校の部門で３者、その他の部門で１者の計４者の皆様へ、 

令和５年７月 29日（土）に開催された「信州環境フェア 2023 "Action forゼロカーボンフォー 

ラム″」において、賞状を授与しました。 

 

（敬称略） 

部門 被表彰者名 所在地 活動の概要 

個人・ 

グループ･ 

学校 

 

上條 君守 松本市 

多年にわたり町会環境衛生部長として住民の模範となり、ごみ

ステーションの管理やごみ分別指導、リサイクルの推進等ごみ

減量及び環境美化・緑化の推進に尽力している。 

加賀 幸一 松本市 

多年にわたり町会環境衛生部長として住民の模範となり、ごみ

ステーションの管理やごみ分別指導、リサイクルの推進等ごみ

減量及び環境美化・緑化の推進に尽力している。 

ごみ減量チーム 

白馬あーす隊 
白馬村 

刊行物の配布や不用品の回収などによるリサイクルの推進を行

うなど環境への負荷低減に取り組んでいる。また、生ごみの堆

肥化や環境教育の推進等に積極的に取り組むなど地域の循環型

社会形成のために貢献している。 

その他 佐藤 文俊 長野市 

市職員として多年にわたり施設等の維持管理等に携わり、一般

廃棄物の適正処理に従事した。現在もこれまでの知識や経験を

活かし、後進の指導、育成など循環型社会形成のために貢献し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【循環型社会形成推進功労者知事表彰受賞者（下左２名）、自然活動功労者知事表彰受賞者（下右

２名）、諏訪環境部長（上中央）、滝沢資源循環推進課長（上左）、池田自然保護課長（上右）    

での記念撮影】 

 


